
Ⅴ 鉄道の技術開発

 一般鉄道の安全対策、環境対策などの鉄道技術開発を促進し、 

技術水準の向上を図るため、助成を行っています。 



１ 一般鉄道の技術開発

＜鉄道技術開発費補助金（一般鉄道）＞

（１）制度の概要

鉄道技術開発を促進し技術水準の向上を図ることを目的として、鉄道分野に関する

技術開発を実施する能力を有する法人が行う技術開発に要する費用の一部を補助する。 

（２）制度の内容

①補助対象

・新技術の鉄道への応用に係る基礎的、基盤的技術開発

・安全対策に係る技術開発

・環境対策に係る技術開発

②補助率

補助対象技術開発に要する経費の２分の１ 

③補助の仕組

④当初予算額の推移（単位：百万円）

年 度 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

予算額 137 121 102 42 28 

⑤問い合わせ先

鉄道助成部助成課  TEL 045-222-9134 FAX 045-222-9149 

（３）事業の概要

・気象災害対策に資する技術開発

・新技術を用いた老朽化対策に資する技術開発

・安全に資する技術開発

・省エネルギ－化に資する開発

・画像解析技術を用いた旅客行動検出技術の開発

・列車前方検知等の鉄道自動運転に向けた要素技術の開発

・ユーザデバイス操作型 AI 案内システムの開発

・駅ホーム転落検知システムの精度向上に係る技術開発

・画像解析技術を用いた注意喚起システムの技術開発

(公財)鉄道総合技術研究所及び技術研究組合、 

その他の法人（鉄道分野に関する技術開発を実施する能力を有するもの）

補助金 

国（機構経由） 
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【令和５年度開発実施事例】

列車前方検知等の鉄道自動運転に向けた要素技術の

開発

設備効率化に関わる新送電システムの基礎的技術開発

① 物体検知性能の安定化に関する開発

・検知エリアの場所等による最適化検証と

開発

② 状況に応じた支障物の対応に関する開発

・支障物種別による検知性能向上のための

開発

③ 自動運転に向けた機能及びシステムの開

発

・突発的な事象での連絡手段の検討

 

① 定格策定及び確認試験

・超電導ケーブルを敷設する鉄道路線の仕様を

参考に、超電導き電としての定格および性能を

定め、通電試験を実施

② 超電導き電システムの設置

・超電導き電ケーブルを鉄道線路沿いに敷設し、

端部に冷却システムを設置。

設置後、絶縁耐力試験、冷却試験、通電試験を

実施

超電導き電システムを実路線のき電回路

へ導入し、営業運転の鉄道負荷による実証

を行う 

環境に優しい鉄道

省力化等によるｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽに優れた鉄道

連動装置

信号

車両
変電設備

橋梁

消費電力の低減

安全で安定した鉄道

ホーム柵

レール・道床

踏切

鉄道施設・ 車両

輸送障害の低減

維持管理コストや更新コストの低減

【技術開発のイメージ】 

超電導き電ケーブル

冷凍機
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